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大学生の子育て家庭訪問体験 学生アンケート結果 

 

神戸新聞社  

神戸新聞地域総研 

 

（１）実施概要 

対象者：子育て家庭訪問体験事業参加大学生  

調査方法：各学生が子育て家庭訪問体験をした直後にＷＥＢアンケートで実施 

体験の実施期間： 2021年 11月 17日～2021年 11月 21日 

 

（２）アンケート回答者：４名 

【属性】 

※2人 1組で訪問。 

  ※番号 1、2については、2019年度、2020年度の過去 2年も本事業を体験（子育て家庭を訪問）した学生になります。 

 

3回生は、長期履修制度（3年制）を選択 

 

 

・普段、３歳以下の子どもと接する機会が「よくある」･･･25％      （3頁： 問 9参照） 

 

・活動に参加する前の育児に対するイメージ「自分自身が成長する」「明るく楽しい生活が送れる」と並んで「責任が増す」・・・50％ 

  「育児がうまくできるか不安」「自由に使えるお金や時間、行動が制約される」・・・25％  （4～5頁： 問 12参照）  

 

 

 

 

 

 

・今回の訪問により、育児に対する不安が「軽減された」・・・100％     （6頁： 問 17参照） 

軽減されたと回答した学生(全員)の回答内容    （7頁： 問 18 ） 

 

・訪問後に、結婚に対するイメージが「良くなった」…100％   （7頁： 問 19参照） 

 

 

 

(性別） (大学別） (学年別）

人数 大学名 人数 学年 人数

女性 3 神戸教育短期大学 2 1回生 2

男性 1 姫路日ノ本短期大学 2 2回生 0

合計 4 合計 4 3回生 2

4回生 0

合計 4

【訪問前の意識について】 

【訪問後の意識について】 
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（3）アンケート質問項目 

問１ 子育て家庭を訪問した日付を教えてください。 
省略 

問２ 訪問した時間（家庭にいた時間）を教えてください。 
省略 

問３ あなたの氏名を入力してください。 
省略 

問４ あなたが所属する大学名、学部・学科名、学年を教えてください。 
省略 

問５ 訪問先のお宅の保護者のお名前を教えてください。 
省略 

問６ 訪問先のお宅のお子さまの性別と年齢を教えてください。 
省略 

問７ 訪問先のお宅のご住所を教えてください。 
省略 

問８ あなたがこの事業に参加しようと思った理由（動機）は何ですか？率直にお聞かせください。 
Ｐ３ 

■あなたの普段の行動や意識についておたずねします。 

問 9 あなたは、普段、３歳以下の子どもと接する機会がどの程度ありますか？ 
Ｐ３ 

問 10 どんな接し方を経験したことがありますか？あてはまるもの全てを選んでください。 
Ｐ３．４ 

■今回の事業に【参加する以前】の、あなたの意識についておたずねします。 

問 11 あなたは、一般的に「子ども」が好きなほうでしたか？ 
Ｐ４ 

問 12 
今回の体験以前に、「子育て」について、あなたはどのようなイメージを持っていましたか？あてはまるもの

を【３つまで】選んでください。 

Ｐ４．５ 

■家庭を訪問したときのことについておたずねします。 

問 13 訪問先では、具体的にどのようなことをしましたか？できるだけ具体的に教えてください。 
Ｐ５ 

問 14 
訪問先には何のおもちゃを持参しましたか。どのようなことを考えて選びましたか？また、子どもの反応はど

うでしたか？ 

Ｐ５ 
 

問 15 
実際に子どもと接してみて、どのようなことを感じましたか？どんなことでも結構ですので、具体的にお聞か

せください。※（オンライン訪問の場合）前回の訪問と比較して、子どもの成長などは感じられましたか。 

Ｐ６ 

問 16 今回の訪問で、子どもと関わるのは楽しかったですか？ 
Ｐ６ 

問 17 今回の訪問により、あなたの子育てに対する不安は軽減されましたか？ 
Ｐ６ 

問 18 
前問でお答えになった内容について、どのような点についてそう思われましたか？どんなことでも結構です

のでお聞かせください。 

Ｐ７ 

問 19 今回の訪問後に、結婚に対するイメージは変わりましたか？ 
Ｐ７ 

問 20 今回の訪問を経験して、将来的に結婚し、家庭を築くことに肯定的なイメージを持ちましたか？ 
Ｐ７ 

問 21 今後あなたは、子どもと触れ合う機会を増やしたいと思いますか？また、どんなことをしてみたいですか？ 
Ｐ８ 

問 22 
今後も、大学生と子育て世帯のマッチング事業を続けていく場合に、どのようなことが必要だと思います

か？今回の経験を踏まえて、要望やご意見などをお聞かせください。 

Ｐ８ 
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（4）アンケート結果 

問１：子育て家庭を訪問した日付を教えてください。  ･･･省略 

問２：訪問した時間（家庭にいた時間）を教えてください。  ･･･平均 約 2時間  

問 3：あなたの氏名を入力してください。  ・・・省略 

問 4 ：あなたが所属する大学名、学部・学科名、学年を教えてください。  ･･･（２）属性参照 

 

問 5：訪問先のお宅のお名前を教えてください。  ・・・省略 

問 6：訪問先のお宅のお子さまの性別と年齢を教えてください。 ・・・省略 

問 7：訪問先のお宅のご住所を教えてください。 ・・・省略 

  問 8：あなたがこの事業に参加しようと思った理由（動機）は何ですか？率直にお聞かせください。 

1 
3年連続で、この事業に参加して色々なご家庭にお邪魔し、子育てに関して苦労していることなどをお聞きする中で 

私自身の将来に役立つ内容がお聞き出来ると思ったから。 

2 
学内にある子育て支援広場や児童館でのアルバイトを通して、教育現場だけの視点ではなく、家庭からの視点を向けて、 

保育者を目指す中でどのようなことが必要なのか深く学んでいきたいと思ったから。 

3 子どもと関わる仕事に着くため 1回でも多く子どもと関わる体験をしたかったため。 

4 大学の先生が教えてくれたから。 

 

■あなたの普段の行動や意識についておたずねします。 

問 9 ：あなたは、普段、3歳以下の子どもと接する機会がどの程度ありますか？(SA)  

 

 ｎ ％ 

接する機会がまったくない 0 0 

何度か接したことがあるが、    

普段はあまりない 
3 75 

接する機会は時々ある 0 0 

接する機会がよくある 1 25 

合計 4 100 

 

問 10 ：どんな接し方を経験したことがありますか？あてはまるものをすべて選んでください。（MA） 

 

 ｎ ％ 

赤ちゃんを抱っこする 3 75 

近所のこどもと遊ぶ 3 75 

ボランティアやサークル活動で接する 2 50 

ミルクをあげる 2 50 

オムツを交換する 2 50 

ひとりで子どものお守りをする 2 50 

その他 2 50 

赤ちゃんをおんぶする 0 0 

接したことがない 0 0 

0%

75%0%

25% 1.接する機会がまったくない

2.何度か接したことがあるが、

普段はあまりない

3.接する機会は時々ある

4.接する機会がよくある
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その他の回答：寝かしつけ、食事の援助など。 

中学生のときに、「トライやる・ウィーク」で保育園に行く機会があり、子どもと接した。 

＜トライやる・ウィークとは＞・・・中学生の職場体験、福祉体験、勤労生産活動など、地域での様々な体験活動の名称。 

 

■今回の事業に【参加する以前】の、あなたの意識についておたずねします。 

問 11 ：あなたは、一般的に「子ども」が好きなほうでしたか？（SA） 

 

  ｎ ％ 

1.好き 3 75 

2.どちらかといえば好き 1 25 

3.どちらかといえば好きでない                                   0 0 

4. 好きでない 0 0 

合計 4 100 

 

問 12 ：今回の体験以前に、「子育て」について、あなたはどのようなイメージを持っていましたか？ 

あてはまるものを【3つまで】選んでください。（MA） 

 

  ｎ % 

自分自身が成長する 2 50 

明るく楽しい生活が送れる 2 50 

責任が増す 2 50 

精神的な安らぎがある 1 25 

自由に使えるお金や時間、行動が制約される 1 25 

育児がうまくできるか不安 1 25 

老後の生活が安心できる 0 0 

子どもの親同士の付き合いや人間関係がわずらわしい 0 0 

社会的な信用が得られる 0 0 

その他 0 0 

 

0％

0％

50％

50％

50％

50％

50％

75％

75％

0 10 20 30 40 50 60 70 80

接したことがない

赤ちゃんをおんぶする

その他

ひとりで子どものお守りをする

オムツを交換する

ミルクをあげる

ボランティアやサークル活動で接する

近所のこどもと遊ぶ

赤ちゃんを抱っこする

75%

25%

0%
0%

1.好き

2.どちらかといえば好き

3.どちらかといえば好きでない

4. 好きでない
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■家庭を訪問したときのことについておたずねします 

問 13：訪問先では、どのようなことをしましたか？できるだけ具体的に教えてください。 

 

1 
0歳児の女の子へミルクをあげる、抱っこ、オムツ替えをした。 

2歳児の男の子と一緒に遊んだ。 

2 

事前に購入した手遊び絵本のおもちゃで、子どもと一緒に手遊びをしたり、またご家庭にあるブロックの玩具で遊んだりしました。 

保護者の方から子育てをする中で大変だったことや大切なことを教えていただきました。またコロナ禍だからこそ生活の中での工

夫もあり、多く学ぶものがありました。ミルクをあげることや抱っこ、オムツ替えなど初めて経験することばかりで、とても貴重な時

間を過ごすことができました。 

3 
子どもたちと名前を教えあって、訪問先の 7歳の男の子のあだ名をつけてもらいました。その後クリスマスの絵本を読みプレゼン

トを渡しました。そのプレゼントで遊んだり、訪問先の自宅にあるおもちゃなどで遊んだりしました。 

4 おもちゃで遊んだり、絵本を読んだりしました。けっこうしっかりした子どもでした。 

 

問 14：訪問先には何のおもちゃを持参しましたか。どのようなことを考えて選びましたか？ 

また、子どもの反応はどうでしたか？ 

 

1 
事前に音が鳴る絵本が好きとお聞きしていたのと、子どもにはアンパンマンが人気なので 

「アンパンマン」の手遊び歌絵本を選んだ。 

2 

アンパンマンの手遊び絵本を持参いたしました。 

事前にお子様の様子をお聞きしていた際に、手遊びをすることや音が鳴る絵本が好きということだったので、手遊び絵本を選びま

した。最初は様子を伺っている場面もありましたが、少しずつ保護者の方と一緒に楽しむ姿も見られました。 

3 

年齢に合わせて、できることわかることなどを考えました。オセロ、ドミノ、カルタ、プレイホップ 3Dパズルを選びました。子どもたち

はどのおもちゃも興味津々にあそんでいました。パズルは難しいと思いましたが、11歳の女の子はひとつ完成させることができて

いました。大人でも難しいパズルでした。 

4 すごく喜んでいました。 

 

0 ％

0 ％

0 ％

0 ％

25％

25 ％

25 ％

50％

50 ％

50 ％

0 10 20 30 40 50 60

その他

子どもの親同士の付き合いや人間関係がわずらわしい

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

育児がうまくできるか不安

自由に使えるお金や時間、行動が制約される

精神的な安らぎがある

責任が増す

明るく楽しい生活が送れる

自分自身が成長する
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問 15 ：実際に子どもと接してみて、どのようなことを感じましたか？ 

どんなことでも結構ですので、具体的にお聞かせください。 

 

1 

普段から乳児さんとはアルバイトで関わることはあるが、ご家庭にお邪魔し接することがないので新鮮な気持ちになった。 

子どもそれぞれの、成長やミルクをあまり飲まなかったりなどと、個人差を改めて感じた。 

そして、アルバイト先以外の子どもと普段関わることがないが、やっぱり子どもはかわいいと思った。 

2 

2歳の男の子が 0歳の妹を気遣う優しい場面があり、とても微笑ましい光景に心が温かくなりました。最初は緊張している様子

でしたが、あそびを通して少しずつ会話ができるようになりました。関わりを通して、子どもたちにとって一番安心できる存在は、

お母さんであることを学ぶことができました。温かさと安心感をもった保育者を目指していきたいと思いました。 

3 
おもちゃ 1つでも出来るのと出来ないのとでは、反応も違いがあったり、「ボタンを押してはいけない」という絵本を読むと、4歳の

女の子が興味津々に見ていたので、人気のある絵本は、こども達は楽しめるのだなということがわかりました。 

4 子どものいる生活、子どもを育てるには、大変だなと思いました。 

 

問 16：今回の訪問で、子どもと関わるのは楽しかったですか？ （SA） 

 

  n % 

とても楽しかった 3 75 

まあ楽しかった 1 25 

どちらともいえない 0 0 

あまり楽しくなかった 0 0 

まったく楽しくなかった 0 100 

 

 

 

問 17 ：今回の訪問により、あなたの子育てに対する不安は軽減されましたか？（SA） 

 

  n % 

非常に軽減された 2 50 

やや軽減された 2 50 

あまり軽減されなかった 0 0 

まったく軽減されなかった 0 0 

合計 4 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75%

25％

0% 0% 0%

とても楽しかった

まあ楽しかった

どちらともいえない

あまり楽しくなかった

まったく楽しくなかった

50%

50%

0% 0%

非常に軽減された

やや軽減された

あまり軽減されなかった

まったく軽減されなかった
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問 19：今回の訪問後に、結婚に対するイメージは変わりましたか？（SA） 

 

問２０：今回の訪問を経験して、将来的に結婚し、家庭を築くことに肯定的なイメージを持ちましたか？       

 

問 18：前問でお答えになった内容について、どのような点についてそう思われましたか？ 

どんなことでも結構ですのでお聞かせください。  

 

1 

子育ては大変な事がいっぱいあるが、孤立しないように、自分の親や子育て支援施設、友だちなどを頼ったりすることが大事だと 

知った。 

子どもを産む、産まないや結婚式をするしない、また一緒に住む、住まないなどを選ぶことができるこの時代で、人の考えに流され

たり、親の考えに流されたりするだけでなく、参考程度に自分の考えをちゃんと持つことが大事だと知った。 

2 

お母さまから子育てを頑張りすぎない。頼る場所をいくつか確保しておくと、心に少し余裕が持てると教えていただき、大変だという

イメージが軽減されました。今後子どもだけではなく、ご家族を支援していく立場として居場所づくりの大切さを心掛けていたいと思

いました。 

3 （保護者が）楽しそうに子どもたちと接していて、大変だという感じがなかったため。 

4は無回答。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  n % 

肯定的なイメージを持った 3 75 

どちらかというと肯定的な

イメージを持った 
1 25 

どちらかというと肯定的な

イメージを持てなかった 
0 0 

肯定的なイメージをもてな

かった 
0 0 

合計 4 100 

 

 

 

  n % 

よくなった 2 50 

どちらかといえばよくなった 2 50 

変わらない 0 0 

.どちらかといえば悪くなっ

た 
0 0 

.悪くなった 0 0 

合計 4 100 

75%

25%

0% 0%

1.肯定的なイメージを持った

2.どちらかというと肯定的な

イメージを持った

3.どちらかというと肯定的な

イメージを持てなかった

4.肯定的なイメージをもてな

かった

50%50%

0% 0%

よくなった

どちらかといえばよくなった

変わらない

.どちらかといえば悪くなった

.悪くなった
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問 21 ：今後あなたは、子どもと触れ合う機会を増やしたいと思いますか？また、どんなことをしてみたいですか？ 

 

1 

現在アルバイトで認定こども園で働いているので、普段から子どもと触れ合うことが多い。そして、乳児さん幼児さんなど全年齢の子

どもたちと関わり食事の援助やオムツ替えなどをすることが多いが、これからもアルバイトやボランティアなどを通し、たくさんの子ど

もと関わり、触れ合う機会を増やしたいと思った。 

そして、その一人ひとりの子どもの特徴を知り、その子どもにあった関わりをしていきたいと思った。 

2 
増やしていきたいです。小児病棟でのボランティアを通して、入院生活だからこそ大変なことや負担に感じるものは何かを学びたい

と思いました。 

3 
増やしたいです。 

絵本だけではなく手遊びなども覚えてやってみたいと思います。 

4は無回答。 

 

問 22：今後も、大学生と子育て世帯のマッチング事業を続けていく場合に、どのようなことが必要だと思いますか？ 

今回の経験を踏まえて、要望やご意見などをお聞かせください。  

 

2 子どもだけではなく、子育てをするご家庭、保護者がほっとできる居場所づくりが必要だと思いました。 

3 たくさんの情報を、より早く発信することが必要だと思いました。 

1.4は無回答。 

 

 

 

 

 

 

以上 


